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私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

対
前
年
度
三
二
億
円
減
の
三
、
二
八
〇
億
五
、

〇
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は「
骨

太
方
針
二
〇
〇
六
」
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
本
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
が
、
予

算
の
適
正
な
執
行
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
る
「
予
算
執
行
調
査
」
に
お
い
て
、

昨
年
、「
定
員
割
れ
私
大
等
へ
の
助
成
」
と
い

う
切
り
口
で
調
査
が
実
施
さ
れ
、
平
成
十
九
年

度
予
算
に
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
十
九
年
度
か
ら
、
調
整
係
数
表
を
見
直
し
、

傾
斜
配
分
を
き
つ
く
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
定

員
割
れ
私
大
等
の
補
助
金
の
減
額
幅
を
大
き
く

す
る
。（
一
般
補
助
）

・
定
員
割
れ
の
大
学
が
、
定
員
規
模
の
適
正
化

を
図
る
等
、
経
営
改
善･

効
率
化
に
有
効
と
考

え
ら
れ
る
実
現
性
の
高
い
計
画
を
策
定
し
、
定

員
割
れ
の
解
消
に
取
り
組
む
場
合
に
、
一
定
額

の
補
助
を
行
う
。（
特
別
補
助
）

・
私
大
等
が
、
各
々
の
学
校
規
模
や
取
組
に
応

じ
て
申
請
で
き
る
よ
う
、
特
別
補
助
を
大
き
く

三
種
類
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
私
大
等
の
特
色

に
合
わ
せ
、
使
い
勝
手
の
良
い
補
助
メ
ニ
ュ
ー

と
す
る
。（
特
別
補
助
）

　

な
お
、
今
年
四
月
か
ら
は
、
新
た
な
教
員
組

織
と
し
て
、
准
教
授
、
助
教
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

経
常
費
補
助
金
の
取
扱
い
と
し
て
は
、
助
教
授

は
准
教
授
、
助
手
は
助
教
・
助
手
と
、
そ
れ
ぞ

れ
読
み
替
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。（
そ
れ
ぞ

れ
の
認
定
要
件
等
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
助

教
及
び
（
新
）
助
手
の
取
扱
い
は
（
旧
）
助
手

と
同
じ
で
す
。）

　

特
別
補
助
に
つ
い
て
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
表
の

と
お
り
、
従
前
の
「
特
別
補
助
」
及
び
「
私
立

大
学
教
育
研
究
高
度
化
推
進
特
別
補
助
」
を
統

合
し
、
改
組
・
メ
ニ
ュ
ー
化
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
執
行
分
と
私
学
事
業
団

執
行
分
に
分
か
れ
て
い
た
特
別
補
助
が
、
全
て

私
学
事
業
団
執
行
分
（
私
学
事
業
団
を
通
じ
た

間
接
補
助
）
と
な
り
ま
す
。（
文
部
科
学
省
執

行
分
は
な
く
な
り
ま
す
。）

　

以
下
に
、
特
別
補
助
の
改
組
・
メ
ニ
ュ
ー
化

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

特
別
補
助
の
改
組
・

　

特
別
補
助
の
改
組
・

  

メ
ニ
ュ
ー
化
に
つ
い
て

メ
ニ
ュ
ー
化
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
今
回
な
ぜ
、
特
別
補
助
を
メ
ニ
ュ
ー

化
す
る
の
か
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

私
立
大
学
は
、
各
々
の
学
校
規
模
や
実
施
し

て
い
る
取
組
も
様
々
で
あ
り
、
必
要
と
し
て
い

る
補
助
ニ
ー
ズ
は
そ
も
そ
も
異
な
っ
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
前
の
特

別
補
助
（
高
度
化
推
進
特
別
補
助
を
含
む
。）
は
、

規
模
の
大
き
な
大
学
か
ら
小
さ
な
短
大
ま
で
、

対
象
経
費
の
下
限
や
適
用
す
る
調
整
率
表
に
若

干
の
差
異
を
設
け
て
い
た
も
の
の
、
基
本
的
に

同
じ
補
助
項
目
を
画
一
的
に
適
用
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
補
助
項
目
一
つ
一
つ
が
予
算
額
に

し
ば
ら
れ
て
い
た
た
め
、
各
補
助
項
目
ご
と
に
、

対
象
経
費
や
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
人
数
に
上
限
を

設
け
る
な
ど
し
て
執
行
額
を
調
整
す
る
必
要
が

あ
っ
た
な
ど
、
必
ず
し
も
各
学
校
の
補
助
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
面
が
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
何
か
新

た
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
自
己
財

源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
特
別

補
助
に
は
、
負
担
感
が
あ
り
、
何
か
と
使
い
づ

ら
い
、
特
に
小
さ
な
大
学
に
と
っ
て
は
敷
居
が

高
い
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
な
特
別
補
助
に
お
い
て
は
、
な
る
べ
く

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
解
消
し
、
特
別
補
助
も
一

般
補
助
と
同
様
、
学
校
の
運
営
に
係
る
教
育
研

究
費
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

一
般
補
助
と
特
別
補
助
の
敷
居
を
低
く
、
使
い

勝
手
の
良
い
補
助
の
仕
組
み
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
別
補
助
の
補
助
効
果
を
最
大
限
高
め
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
各
補
助
項
目
ご
と
に
予
算
額
を

貼
り
付
け
て
い
た
の
を
や
め
、
よ
り
柔
軟
な
執

行
方
法
が
と
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
、
予
算
額
の
付
き
方
が
い
わ
ば
横
串

で
あ
っ
た
も
の
を
、
縦
串
へ
と
変
え
て
大
括
り

と
し
、
従
前
の
各
補
助
項
目
を
予
算
額
に
し
ば

ら
れ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ

が
メ
ニ
ュ
ー
化
で
す
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
規
模
の
大
き

な
大
学
か
ら
小
さ
な
短
大
ま
で
、
ま
た
、
得
意

な
こ
と
が
異
な
る
者
同
士
が
、
同
じ
フ
ィ
ー
ル

ド
で
競
走
す
る
の
で
は
な
く
、
各
大
学
が
そ
れ

ぞ
れ
得
意
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
、
三
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
用
意
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
三
つ
の
申
請
ゾ
ー
ン
で
す
。
三
つ
と

は
、「
Ａ
：
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教

育
の
推
進
」、「
Ｂ
：
個
性
豊
か
で
多
様
な
教
育

の
推
進
」、「
Ｃ
：
教
育
研
究
活
動
の
高
度
化
・

拠
点
の
形
成
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
各
大

学
等
の
特
色
を
活
か
せ
る
き
め
細
か
な
支
援
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ま
ず
、
各
学
校
に
申
請

ゾ
ー
ン
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
申

請
ゾ
ー
ン
は
、
学
校
を
タ
イ
プ
別
に
分
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
補
助
金
の

平
成
十
九
年
度

平
成
十
九
年
度

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
予
算

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
予
算



平成18年度内訳
〔一般補助〕 （百万円）

補　助　項　目 平成18年度
予　算　額

一般補助 220,379

（百万円）
〔特別補助〕

補　助　項　目 平成18年度
予　算　額

生涯学習・地域活性化推進特別経費 8,771
1 地方高等教育機関の活性化 4,196
2 社会人の受入れ 2,004
3 夜間大学院・夜間部・通信教育等 1,650
4 公開講座・施設等の開放 921
個性化推進特別経費 18,646
1 授業料減免事業等支援経費（新規） 2,000
2 大学院基盤整備経費 8,000
3 研究施設・設備等運営費 5,225
4 インターンシップの推進 767
5 高大連携の推進 200
6 小人数教育の推進 1,750
7 短期大学・高等専門学校専攻科 62
8 看護師・社会福祉士・養護学校教員等養成 642
多様化推進特別経費 9,743
1 外国人留学生の受入れ（ＯＤＡ） 5,247
2 障害者の受入れ 1,525
3 編入学による学生受入れ 800
4 単位互換・科目等履修生 1,350
5 専門高校卒業者の受入れ 541
6 帰国学生の受入れ 280

計 37,160

〔私立大学教育研究高度化推進特別補助〕

補　助　項　目 平成18年度
予　算　額

大学院高度化推進特別経費 25,681
1 大学院整備重点化経費 18,381
2 ティーチング・アシスタント経費 1,500
3 特定大学院支援経費 1,000
4 法科大学院支援経費 4,800
学術研究推進特別経費 11,385
1 学術研究高度化推進経費 7,785
  ⑴ハイテク･リサーチ・センター経費 2,600
  ⑵学術フロンティア推進経費 2,500
  ⑶社会連携研究推進経費 1,140
  ⑷オープン・リサーチ・センター経費 1,545
2  リサーチ･アシスタント､ポスト･ドクタ
ー等支援経費 900

3 共同研究経費 2,700
大学教育高度化推進特別経費 14,944
1 教育・学習方法等改善支援経費 9,888
2 教養教育改革推進経費 450
3 多元的評価支援経費 800
4 海外研修派遣 400
5 国際化教育推進経費 3,406
高度情報化推進特別経費 21,701
1 情報通信設備（借入） 11,000
2 教育学術情報ネットワーク 6,101
3 教育学術コンテンツ 2,900
4 教育研究情報利用経費 1,100
5 サイバー･キャンパス整備経費 600

計 73,711

（百万円）
合　　計 331,250

平成19年度予算内訳
〔一般補助〕 （百万円）
一般補助 216,779

〔特別補助〕 （百万円）
１．各大学等の特色を活かせるきめ細かな支援

メニュー
各大学が、Ａ～Ｃの申請ゾーンを選択

（網掛けは各ゾーンにおいて優先的に申請できるメニュー）

Ａ：地域社会
のニーズに応
える教育の推
進

Ｂ：個性豊か
で多様な教育
の推進

Ｃ：教育研究
活動の高度化
･拠点の形成

100,729
知の拠点としての地域貢献支援メニュー群
1 地域の知の拠点活性化支援
2 地域の子育て・ものづくり支援（新規）
3 地域教育コンソーシアム形成支援（新規）
4 地域共同研究支援
5 大学等施設の開放支援
就学機会の多様化推進メニュー群
1 社会人の入学の推進
2 編入学の推進
3 専門高校卒業者の入学の推進
4 帰国学生の入学の推進
5 外国人留学生の入学の推進 ※
6 障害者の入学の推進
大学院教育研究高度化支援メニュー群
1 大学院の基盤整備・拠点重点化支援
2 ティーチング・アシスタント支援
3 リサーチ･アシスタント､ポスト･ドクター等支援
学部教育の高度化・個性化支援メニュー群
1 教育・学習方法等改善支援
2 単位互換の推進
3 インターンシップの推進
4 高大連携の推進
5 外国大学等との学生の交流支援
6 海外研修派遣支援
7 短大・高専の教育組織の高度化（専攻科）支援
8 夜間部・通信教育等支援
先端的学術研究推進メニュー群
1 研究連携コンソーシアム形成支援（新規）
2 学術研究高度化推進
　⑴ハイテク･リサーチ・センター
　⑵学術フロンティア推進
　⑶社会連携研究推進
　⑷オープン・リサーチ・センター
3 研究施設・設備等運営支援
4 教員の流動化促進支援
高度情報化推進メニュー群
1 情報通信設備（借入）支援
2 教育学術情報ネットワーク支援
3 教育学術コンテンツ支援
4 教育研究情報利用支援

※大学院生を対象
２．新たな学習ニーズ等への対応
1 新規学習ニーズ対応プログラム支援経費（新規） 1,000
2 授業料減免事業等支援経費（私立大学奨学事業費を含む） 2,000
３．高等教育機関の質の確保
  多元的評価支援経費 800
４．特定分野の人材養成支援
1 専門職大学院等支援経費 5,700
2 看護師・社会福祉士・養護学校教員等養成支援経費 642
５．定員割れ解消等の改善に取り組んでいる大学等に対する支援
  定員割れ改善促進特別支援経費（新規） 400

特別補助　計 111,271

 （百万円）
合　　計 328,050

私立大学等経常費補助金内訳比較表
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申
請
コ
ー
ス
と
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
、
申
請
ゾ
ー
ン
を
三
つ
と
し
ま

し
た
が
、
こ
の
ゾ
ー
ン
は
、
あ
く
ま
で
大
ま
か

な
、
緩
や
か
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
固
定
的

な
も
の
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
つ

の
申
請
ゾ
ー
ン
は
、
表
に
お
示
し
し
た
よ
う
に
、

ゾ
ー
ン
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
が

異
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、「
Ａ
」
を
選
択

し
た
大
学
は
、「
Ａ
」
に
設
定
さ
れ
て
い
る
メ

ニ
ュ
ー
し
か
取
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
申
請
ゾ
ー
ン
に
設
定
さ
れ
て
い
る

メ
ニ
ュ
ー
は
、
当
該
申
請
ゾ
ー
ン
を
選
択
し
た

学
校
が
優
先
的
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
以
外
に
、
他
の
申
請
ゾ
ー
ン
に
設
定
さ

れ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
た
い
場
合
に
は
、

ど
の
申
請
ゾ
ー
ン
か
ら
も
、
バ
ラ
（
単
品
）
で

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
結
果
的
に
、
取
れ
な
い
メ
ニ
ュ

ー
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
金
額

的
に
も
、
前
年
度
と
同
様
の
と
り
方
を
す
れ
ば
、

大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、「
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
〜
」「
教
育
研
究
の
高
度
化
〜
」

等
の
ゾ
ー
ン
の
名
称
は
、
各
学
校
の
性
格
や
目

指
す
方
向
で
あ
り
、
選
択
し
た
ゾ
ー
ン
に
よ
り
、

取
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
中
身
を
し
ば
る
（
例
え
ば
、

「
Ａ
」
を
選
択
し
た
ら
、
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
「
教
育
・
学
習
方
法
等
の
改
善
」
で

な
い
と
ダ
メ
、な
ど
。）
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
ま
す
と
、
今
ま
で
と
の
違
い
は
何

か
？
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
ま
ず
、「
メ
ニ
ュ
ー
化
」
に
よ
り
、

各
補
助
項
目
ご
と
の
予
算
額
に
し
ば
ら
れ
な
い

柔
軟
な
執
行
が
可
能
と
な
る
た
め
、
無
理
に
い

ろ
い
ろ
な
補
助
項
目
に
手
を
伸
ば
す
こ
と
な
く
、

各
学
校
が
重
点
的
に
補
助
金
を
得
た
い
得
意
分

野
で
補
助
金
を
得
や
す
く
な
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
、
重
点
的
に
力
を

入
れ
て
い
る
部
分
を
、
少
し
で
も
手
厚
く
支
援

し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
が
一
つ
で
す
。

　

二
つ
目
は
、「
ゾ
ー
ン
化
」に
よ
り
、「
Ａ
」「
Ｂ
」

「
Ｃ
」
と
い
っ
た
各
学
校
の
性
格
や
目
指
す
方

向
、
あ
る
い
は
、
特
色
的
な
取
組
は
何
か
、
と

い
っ
た
こ
と
を
、
各
学
校
に
意
識
し
て
い
た
だ

き
、
競
走
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
複
数
つ
く
っ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。（
フ
ィ

ー
ル
ド
の
違
い
と
し
て
、「
Ａ
」「
Ｂ
」「
Ｃ
」

の
各
ゾ
ー
ン
ご
と
に
、
補
助
対
象
経
費
や
カ
ウ

ン
ト
で
き
る
人
数
の
下
限
に
差
を
設
け
る
こ
と

を
検
討
中
。）
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
、
採
択
や

傾
斜
配
分
と
い
う
形
で
行
っ
て
い
た
「
重
点
配

分
」
を
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が

得
意
と
す
る
と
こ
ろ
に
補
助
金
を
重
点
的
に
配

分
し
て
い
く
と
い
う
形
で
実
現
し
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
実
際
、

ゾ
ー
ン
は
ど
う
選
ん
だ
ら
い
い
の
か
？
と
い
う

疑
問
は
消
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
う
ち
は
、
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え

る
し
、
個
性
豊
か
な
多
様
な
教
育
も
や
る
し
、

教
育
研
究
の
拠
点
も
目
指
し
て
い
る
の
で
、
一

つ
に
し
ぼ
れ
な
い
。」、
あ
る
い
は
、「
Ｂ
（
個

性
豊
か
で
多
様
な
教
育
の
推
進
）
は
全
て
の
学

校
に
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
？
」
な
ど
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
ご
説
明
し
た
と

お
り
、
結
果
的
に
、
取
れ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
は
な

く
、
ま
た
、「
Ａ
」「
Ｂ
」「
Ｃ
」
の
各
ゾ
ー
ン

に
予
算
額
の
し
ば
り
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど

の
申
請
ゾ
ー
ン
を
選
択
し
て
も
、
選
択
に
よ
っ

て
損
得
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
、
と
考
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
「
メ
ニ
ュ
ー
化
」・「
ゾ
ー
ン

化
」
に
よ
っ
て
、
各
学
校
に
作
成
い
た
だ
く
計

画
書
等
の
申
請
書
類
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
従
前
の
補
助
項
目
が

メ
ニ
ュ
ー
に
置
き
替
わ
る
だ
け
で
す
の
で
、
申

請
ゾ
ー
ン
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
以
外
は
、

様
式
自
体
に
大
き
な
変
更
が
生
じ
る
こ
と
と
は

な
ら
な
い
予
定
で
す
。
ま
た
、
額
の
確
定
に
つ

い
て
も
、
従
前
ど
お
り
行
い
ま
す
。
各
メ
ニ
ュ

ー
は
予
算
枠
は
な
く
て
も
、
実
績
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
従
前
ど
お
り
、
各
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
に

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
実
績
報
告
及
び
実

績
見
直
し
に
係
る
手
続
き
は
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。）

　

特
別
補
助
の
申
請
ゾ
ー
ン
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

（
申
請
ゾ
ー
ン
：
Ａ
）

【
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
育
の
推
進
】

　

教
育
基
盤
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
知
の
拠
点
と
し
て
の
高
等
教
育
機
関
の
地
域

貢
献
を
主
と
し
て
指
向
す
る
大
学
を
支
援
す
る
。

（
申
請
ゾ
ー
ン
：
Ｂ
）

【
個
性
豊
か
で
多
様
な
教
育
の
推
進
】

　

各
々
の
個
性
を
活
か
し
、
特
色
あ
る
教
育
の

実
施
を
指
向
す
る
多
様
な
大
学
を
支
援
す
る
。

（
申
請
ゾ
ー
ン
：
Ｃ
）

【
教
育
研
究
活
動
の
高
度
化･

拠
点
の
形
成
】

　

科
学
技
術
基
本
計
画
等
に
対
応
し
た
教
育
研

究
活
動
の
高
度
化
を
主
と
し
て
指
向
す
る
大
学

を
支
援
す
る
。

　

ま
た
、
ゾ
ー
ン
と
は
別
に
、
共
通
の
補
助
項

目
群
と
し
て
、「
新
た
な
学
習
ニ
ー
ズ
等
へ
の

対
応
」、「
高
等
教
育
機
関
の
質
の
確
保
」、「
特

定
分
野
の
人
材
養
成
支
援
」
を
設
け
、
さ
ら
に
、

定
員
割
れ
の
改
善
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
学
校
に
対
す
る
特
別
補
助
を
新
設

し
ま
す
。

　
（
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部

 

私
学
助
成
課
）
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平
成
十
八
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

は
十
九
年
三
月
末
ま
で
に
全
額
を
交
付
し
ま
し

た
。

　

平
成
十
八
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
額
三
、
三
一
二
億
五

千
万
円
か
ら
、
節
約
額
（
三
五
億
九
、
二
五
九

万
七
千
円
）
を
差
し
引
い
た
三
、二
七
六
億
五
、

七
四
〇
万
三
千
円
を
八
七
二
校
に
交
付
し
ま
し

た
。
な
お
、
特
別
補
助
は
、
私
立
大
学
教
育
研

究
高
度
化
推
進
特
別
補
助
（
文
部
科
学
省
執
行

分
）
七
一
四
億
四
、
七
三
六
万
九
千
円
を
含
め

て
、
三
二
・
八
％
に
あ
た
る
一
、
〇
七
四
億
五
、

三
七
〇
万
九
千
円
と
な
り
ま
す
。

 
（
表
１
ー
１
、１
ー
２
参
照
）

Ⅱ 

配
分
方
法
の
主
な
変
更
点

　

平
成
十
八
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

の
算
定
に
当
た
り
、
配
分
方
法
の
一
部
を
変
更

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
補
助

① 

補
助
対
象
外
学
部
等
の
扱
い
と
な
る
定
員
超

過
率

　
　

次
の
通
り
改
定
し
ま
し
た
。

　

収
容
定
員
に
対
す
る
在
籍
学
生
数
の
割
合

 

一
・
六
二
倍
以
上　
↓　
一
・
六
〇
倍
以
上

　

入
学
定
員
に
対
す
る
入
学
者
数
の
割
合

 

一
・
四
五
倍
以
上　
↓　
一
・
四
四
倍
以
上

平成18年度

　私立大学等経常費補助金
 最終交付状況と配分方法の主な変更点

Ⅰ　

交
付
状
況

表 １－１　平成18年度  私立大学等経常費補助金交付状況

区　　分

学 校 法 人 数 学　　校　　数 補　　　助　　　金　　　額

総数
（Ａ）

交付法人
総数
（C）

交付校 予　　　　　算
交付決定額法人数

（Ｂ）
（Ｂ）
（Ａ）

学校数
（D）

（Ｄ）
（Ｃ） 当　　　初 節　約　後

一
般
補
助

法人 法人 ％ 校 校 ％ 千円 千円 千円
大 学 521 489 93.9 566 517 91.3 －   －   198,990,826 
短 期 大 学 143 128 89.5 415 351 84.6 －   －   20,733,058 
高等専門学校 1 1 100.0 3 3 100.0 －   －   479,810 

計 665 618 92.9 984 871 88.5 220,379,000 220,203,694 220,203,694 

特
別
補
助

大 学 521 486 93.3 566 513 90.6 －   －   101,786,331 
短 期 大 学 143 128 89.5 415 349 84.1 －   －   5,572,442 
高等専門学校 1 1 100.0 3 3 100.0 －   －   94,936 

計 665 615 92.5 984 865 87.9 110,871,000 107,453,709 107,453,709 

合
計

大 学 521 489 93.9 566 518 91.5 －   －   300,777,157 
短 期 大 学 143 128 89.5 415 351 84.6 －   －   26,305,500 
高等専門学校 1 1 100.0 3 3 100.0 －   －   574,746 

計 665 618 92.9 984 872 88.6 331,250,000 327,657,403 327,657,403 

表 １－２　平成18年度  私立大学等経常費補助金特別補助交付状況（特別補助内訳）

区　　分

学 校 法 人 数 学　　校　　数 補　　　助　　　金　　　額

総数
（Ａ）

交付法人
総数
（C）

交付校 予　　　　　算
交付決定額法人数

（Ｂ）
（Ｂ）
（Ａ）

学校数
（D）

（Ｄ）
（Ｃ） 当　　　初 節　約　後

（
事
業
団
執
行
分
）

特　

別　

補　

助

法人 法人 ％ 校 校 ％ 千円 千円 千円
大 学 521 485 93.1 566 509 89.9 －   －   32,644,487 
短 期 大 学 143 126 88.1 415 343 82.7 －   －   3,321,607 
高等専門学校 1 1 100.0 3 3 100.0 －   －   40,246 

計 665 612 92.0 984 855 86.9 37,160,000 36,006,340 36,006,340 
特　

別　

補　

助

研
究
高
度
化
推
進

私
立
大
学
教
育

大 学 521 476 91.4 566 505 89.2 －   －   69,141,844 
短 期 大 学 143 116 81.1 415 321 77.3 －   －   2,250,835 
高等専門学校 1 1 100.0 3 3 100.0 －   －   54,690 

計 665 593 89.2 984 829 84.2 73,711,000 71,447,369 71,447,369 
特
別
補
助
合
計

大 学 521 486 93.3 566 513 90.6 －   －   101,786,331 
短 期 大 学 143 128 89.5 415 349 84.1 －   －   5,572,442 
高等専門学校 1 1 100.0 3 3 100.0 －   －   94,936 

計 665 615 92.5 984 865 87.9 110,871,000 107,453,709 107,453,709 
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※
医
・
歯
学
部
の
入
学
定
員
に
対
す
る
入
学
者

数
の
割
合
は
変
更
な
し
。　

【
参
考
】
十
九
年
度
の
改
定
（
予
定
）

　

収
容
定
員
に
対
す
る
在
籍
学
生
数
の
割
合

 

一
・
六
〇
倍
以
上 
↓ 
一
・
五
八
倍
以
上

　

入
学
定
員
に
対
す
る
入
学
者
数
の
割
合

 

一
・
四
四
倍
以
上 
↓ 
一
・
四
三
倍
以
上

②
専
任
教
職
員
に
係
る
福
利
厚
生
費

ａ
． 

専
任
教
職
員
に
係
る
労
災
保
険
の
標
準

経
費
の
改
定

　
　

大
学
教
員 

一
七
千
円 
↓ 
二
六
千
円

　
　

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
教
員

　

 

一
五
千
円 
↓ 
二
二
千
円

　
　

職
員 

一
〇
千
円 
↓ 
一
六
千
円

ｂ
． 

専
任
教
職
員
に
係
る
私
学
共
済
長
期
掛

金
の
標
準
経
費
の
改
定

　
　

大
学
教
員

 

二
四
四
千
円 
↓ 
二
九
八
千
円

　
　

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
教
員

 

二
〇
七
千
円 
↓ 
二
五
三
千
円

　
　

職
員 

一
五
二
千
円 
↓ 
一
八
七
千
円

c
． 

専
任
教
職
員
に
係
る
雇
用
保
険
料
の
標

準
経
費
（
新
規
）

　
　

大
学
教
員 

六
〇
千
円

　
　

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
教
員

 

五
一
千
円

　
　

職
員 

三
八
千
円

③
非
常
勤
教
員
に
係
る
福
利
厚
生
費
（
新
規
）

　

非
常
勤
教
員
に
係
る
労
災
保
険
、
雇
用
保
険

料
、
私
学
共
済
長
期
掛
金
に
つ
い
て
補
助
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

④
認
証
評
価
経
費
（
新
規
）

　

一
般
補
助
で
は
、
認
証
評
価
に
係
る
評
価
料

及
び
経
費
（
評
価
機
関
へ
の
会
費
を
除
く
）
が

対
象
範
囲
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
調
整
係
数
表
、
調
整
係
数
補
正
表

　

学
校
の
配
点
分
布
の
偏
り
を
是
正
し
、
調
整

係
数
の
指
標
と
し
て
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ
の
調
整
係
数
に
つ
い
て
改
定
し

ま
し
た（
経
常
費
補
助
金
配
分
基
準（
以
下「
配

分
基
準
」
と
い
う
。）
別
表
５
）。

　

配
分
基
準
別
表
６
調
整
係
数
補
正
表
１
と
し

て
、
次
の
通
り
「
情
報
の
積
極
的
な
提
供
」
に

係
る
補
正
を
新
た
に
定
め
ま
し
た
。

１
．
公
開
の
手
段

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
開　

　

・
誰
で
も
入
手
可
能
な
印
刷
物
に
よ
る
公
開

　
　
（
右
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
）

２
．
公
開
内
容
及
び
補
正
方
法

　

Ⅰ 　

前
年
度
の
財
産
目
録
・
貸
借
対
照
表
・

収
支
計
算
表
・
事
業
報
告
書
・
監
事
の
監

査
報
告
書
全
て

 

↓
Ｃ
の
調
整
係
数
＋
１
点

　

Ⅱ 　

当
該
年
度
の
全
て
の
学
部（
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
に
あ
っ
て
は
学
科
）
毎
の

在
籍
学
生
数

　
　

 

↓
Ｃ
の
調
整
係
数
＋
１
点

　

配
分
基
準
別
表
７
調
整
係
数
補
正
表
２
の
教

員
給
与
指
数
及
び
職
員
給
与
指
数
に
よ
る
調
整

に
つ
い
て
、
対
象
範
囲
を
Ｃ
の
調
整
係
数
が

二
十
五
点
以
下
の
私
立
大
学
等
を
対
象
と
す
る

こ
と
に
改
め
、
算
出
基
礎
と
な
る
専
任
教
員
等

及
び
専
任
職
員
一
人
当
た
り
の
年
間
給
与
費
を

次
の
と
お
り
改
定
し
ま
し
た
。

専
任
教
員

 

一
〇
、八
六
八
千
円
↓
一
〇
、九
八
一
千
円

専
任
職
員

 

六
、九
二
〇
千
円
↓　

六
、九
九
一
千
円

特
別
補
助

　

十
八
年
度
の
本
事
業
団
に
よ
る
特
別
補
助
に

つ
い
て
の
、
主
な
配
分
内
容
等
見
直
し
事
項
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 

（
表
２
参
照
）

①
補
助
費
目
等
の
改
組

　

地
域
の
活
性
化
や
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
な
ど
社
会
的
要
請
の
強
い
特
色
あ
る
教
育
研

究
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、
Ⅰ
生
涯
学
習

推
進
特
別
経
費
、
Ⅱ
個
性
化
推
進
特
別
経
費
の

二
つ
の
分
類
を
、
Ⅰ
生
涯
学
習
・
地
域
活
性
化

推
進
特
別
経
費
、
Ⅱ
個
性
化
推
進
特
別
経
費
、

Ⅲ
多
様
化
推
進
特
別
経
費
の
三
つ
の
分
類
に
改

組
し
、
補
助
金
の
趣
旨
と
効
果
を
明
確
に
し
ま

し
た
。

②
「
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
経
費
」
の
創
設

　

一
般
補
助
の
奨
学
加
点
の
廃
止
（
調
整
係
数

補
正
表
１
）
に
伴
い
、「
授
業
料
減
免
事
業
等

支
援
経
費
」（
個
性
化
推
進
特
別
経
費
）
を
創

設
し
、
経
済
的
に
就
学
困
難
な
学
生
（
留
学
生

は
除
く
。）
に
対
す
る
授
業
料
等
減
免
を
含
む

給
付
事
業
又
は
金
融
機
関
の
教
育
ロ
ー
ン
の
利

子
補
給
事
業
に
係
る
所
要
経
費
の
１
／
２
以
内

を
補
助
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

③
所
要
経
費
下
限
の
撤
廃
等

　
「
公
開
講
座
」
及
び
「
大
学
施
設
等
の
開
放
」

（
生
涯
学
習
・
地
域
活
性
化
推
進
特
別
経
費
）

の
所
要
経
費
下
限
（
六
〇
〇
千
円
）
を
撤
廃
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
大
型
設
備
等
」（
個
性
化
推
進
特
別

経
費
）
の
所
要
経
費
下
限
（
一
、二
〇
〇
千
円
）

を
一
、〇
〇
〇
千
万
円
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

※ 

詳
細
は
、
本
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
経

常
費
補
助
金
取
扱
要
領
・
配
分
基
準

　

 http://w
w
w
.shigaku.go.jp/s_hojo18y.

pdf

　

 http://w
w
w
.shigaku.go.jp/s_tokuho18y.

pdf

　
（
十
九
年
一
月
改
正
版
）
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

 

ま
た
、
同
様
に
十
八
年
度
補
助
金
交
付
状
況

の
概
要

　

 http://w
w
w
.shigaku.go.jp/s_hojo_h18.

htm

　

 

に
つ
い
て
も
公
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

　

助
成
部　

補
助
金
課

　

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
七
九
〜
八
四

　

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp 
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表２　平成18年度  私立大学等経常費補助金特別補助内訳表

項                                 目 18年度予算額
18　年　度     17　年　度     対前年度

伸び率対 象 補 助 金 額 対 象 交 付 額
千円 校 千円 校 千円 ％

生涯学習・地域活性化推進特別経費 8,771,000 8,105,255 8,056,064 0.6

 1　地方高等教育機関の活性化 4,196,000 242 4,000,785 238 3,990,909 0.2

 2　社会人の受入れ 2,004,000 654 2,029,800 647 1,952,500 4.0

　　（１）学部等・大学院 1,604,000 647 1,738,800  641 1,680,500 3.5

　　（２）教育訓練講座 400,000 71 291,000  70  272,000 7.0

 3　夜間大学院・夜間部・通信教育等 1,650,000 197 1,240,270 186 1,311,355 △ 5.4

　　（１）夜間大学院等 550,000 156 460,043 144 413,868 11.2

　　（２）夜間部・第三部　 450,000 41 223,836 46 337,118 △ 33.6

　　（３）通信教育 650,000 29 556,391 27 560,369 △ 0.7

 4　公開講座・施設等の開放 921,000 412 834,400 319 801,300 4.1

　　（１）公開講座 628,000 362 514,400 289 480,500 7.1

　　（２）大学施設等の開放 293,000 87 320,000 77 320,800 △ 0.2

個性化推進特別経費 18,646,000 18,024,885 15,492,961 16.3

 1　授業料減免事業等支援経費 2,000,000 344 2,001,272 ―  ―  ― 

 2　大学院基盤整備経費 8,000,000  516 7,135,567 508  7,001,867 1.9

 3　研究施設・設備等運営費 5,225,000 212 4,590,500 206 4,398,300 4.4

　　（１）研究施設 4,033,000 155 3,497,800 161 3,605,300 △ 3.0

　　（２）大型設備等 1,192,000 114 1,092,700 97 793,000 37.8

 4　インターンシップの推進 767,000 457 1,028,200 420 915,000 12.4

 5　高大連携の推進 200,000 103 203,500 85 163,000 24.8

 6　小人数教育の推進 1,750,000 315 2,150,000 310 2,105,000 2.1

 7　短期大学・高等専門学校専攻科 62,000 61 46,500 66 52,000 △ 10.6

 8　看護師・社会福祉士・養護学校教員等養成 642,000 392 869,346 376 857,794 1.3

　　（１）看護師養成 230,000 41 276,012 43 287,452 △ 4.0

　　（２）養護学校教員等養成 20,000 60 23,980 64 29,036 △ 17.4

　　（３）社会福祉士等養成 392,000 337 569,354 322 541,306 5.2

多様化推進特別経費 9,743,000 9,876,200 9,764,400 1.1

 1　外国人留学生の受入れ 5,247,000 550 5,247,000 561 5,247,000 0.0

 2　障害者の受入れ 1,525,000 420 1,608,300 408 1,504,700 6.9

 3　編入学による学生受入れ 800,000 263 638,500 263 621,000 2.8

 4　単位互換・科目等履修生 1,350,000 658 1,398,400  663 1,433,700 △ 2.5

 5　専門高校卒業者の受入れ 541,000 182 718,500 180 697,000 3.1

 6　帰国学生の受入れ 280,000 200 265,500 194 261,000 1.7

計 37,160,000 855 36,006,340 862 33,313,425 8.1
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　大学、短期大学、高等専門学校、高等学校、中等教育学校、中学校、小学校を設置する学校法人を対象として、平
成19年度「学校法人基礎調査」を４月中旬に学校法人理事長あてにお送りします。
　本誌19年2月号（VOL. 110）でご案内のとおり、本事業団では、私学データバンク構想におけるワンソース・マ
ルチユース環境を推し進めるため、本年度より、大学、短期大学、高等専門学校を対象とした「教職員数一元化調査」
を実施します。引き続きご協力をお願いします。
　高等学校、中等教育学校、中学校、小学校の各法人においても、例年どおりのご協力をお願いするとともに、「基
礎調査票ｅ-マネージャ」（以下「ｅ-マネージャ」）のご利用をお願いします。
　調査により得られた結果については、ワンソース・マルチユース環境のメリットを活かし、経営相談、融資、補助
金交付等の本事業団における各種業務資料、私学団体での分析のための資料、文部科学省による私学振興方策等の企
画、立案及び予算要求のための資料として活用させていただいています。また、本誌（18年10月号（VOL. 106）で
ご案内のとおり、インターネットを介した情報提供システム「私学データ作成システム」等で学校法人の運営資料と
してご活用いただいているところです。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
中
学
校
・

小
学
校
法
人
の
皆
様
へ

「
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
調
査
を
実
施
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
学
校
法
人
に
お
け

る
操
作
方
法
は
、
電
子
媒
体
（
Ｆ
Ｄ
）
を
利
用
し
た
場
合

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　
「
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
調
査
の
普
及
・
促
進
は
、
本
事
業
団
が
推
進
し
て
い
ま

す
私
学
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
構
築
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
、

既
に
約
六
五
％
の
学
校
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

学
校
法
人
で
の
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

メ　
　

リ　
　

ッ　
　

ト　
　

　

学
校
法
人
基
礎
調
査
の
提
出
は
、
紙
、
電
子
媒
体
（
Ｆ

Ｄ
）
又
は
「
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
の
三
通
り
の
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、「
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

① 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
提
出
の
た
め
、
提
出
期
限
間

際
ま
で
作
業
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

② 

認
証
シ
ス
テ
ム
、
暗
号
化
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る

た
め
、
情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
つ
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

③ 

同
時
に
複
数
の
部
署
で
作
業
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

④ 

こ
の
技
術
を
利
用
し
た「
私
学
デ
ー
タ
作
成
シ
ス
テ
ム
」

及
び
「
今
日
の
私
学
財
政
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」
に
容
易
に

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

優
れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム　

　
「
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
で
は
、
認
証
シ
ス
テ
ム
、
暗
号
化

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
現
段
階
に
お
け
る
最
大
限
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

不
正
ア
ク
セ
ス
や
「
な
り
す
ま
し
」
に
よ
っ
て
、
情
報

の
流
出
や
改
ざ
ん
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
通
信
中

の
デ
ー
タ
を
見
ら
れ
て
も
内
容
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、

充
分
配
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

証
明
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て　

　
「
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
に
ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
、
電
子
証

明
書
、
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
（
以
下
「
電
子
証
明
書
等
」）、

法
人
番
号
が
必
要
で
す
。

　

電
子
証
明
書
等
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
学
校
法
人

が
自
法
人
の
デ
ー
タ
領
域
に
確
実
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
ま

た
、
第
三
者
か
ら
は
決
し
て
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
等
に
関
し
て
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

① 

電
子
証
明
書
は
、
入
力
責
任
者
の
把
握
し
て
い
る
入
力

担
当
者
の
端
末
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
と
し
て
く

だ
さ
い
。

　

 （
入
力
責
任
者
の
把
握
し
て
い
な
い
端
末
に
イ
ン
ス
ト

ー
ル
す
る
と
、
情
報
の
流
出
や
改
ざ
ん
に
繋
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。）

② 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
に
、
電
子
証
明
書
等

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 　

電
子
証
明
書
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
に
つ
い
て
は
、

四
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す「
操
作
ガ
イ
ド
」ま
た
は「
基

礎
調
査
票
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　

※ 

電
子
証
明
書
等
は
、
学
校
法
人
基
礎
調
査
の
書
類

に
同
封
す
る
な
ど
し
、学
校
法
人
へ
送
付
し
ま
す
。

基
礎
調
査
票
の
一
部
を
簡
略
化
し
ま
す

　

本
年
度
か
ら
教
職
員
数
に
係
る
調
査
（
調
査
票
区
分

二
一
〇
）
の
事
務
系
に
関
す
る
詳
細
な
職
務
区
分
（
総
務
・

庶
務
・
人
事
・
会
計
等
々
）
を
廃
止
し
ま
し
た
。

平成19年度学校法人基礎調査の実施について
～「基礎調査票ｅ-マネージャ」をご活用ください！～
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大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
を
対
象
と
し
た

教
職
員
数
一
元
化
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
、
本
誌
十
九
年
二
月
号
及
び
十
九
年
一

月
下
旬
よ
り
実
施
し
た
「
学
校
法
人
基
礎
調
査
（
納
付

金
調
査
）」
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
が
、
こ
の

う
ち
、
受
入
派
遣
職
員
数
に
つ
い
て
は
下
記
の
「
受
入

派
遣
職
員
数
の
人
数
算
出
方
法
」
に
よ
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ 

調
査
票
の
提
出
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
「
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
の
ご
利
用
の
み
と
な
り

ま
す
。シ
ス
テ
ム
環
境
等
に
よ
り「
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」

を
ご
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
私
学
情
報
部
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　派遣職員数の調査は、職務系ごとの派遣職員全員の合計労働時間数を、各学校で定める就業規則に規定された
本務職員の年間就業時間数で除すこと（フルタイム職員への換算）により算出し、派遣職員による業務が本務職
員の何人相当分であるかを把握するためのものです。

フルタイム職員への換算（調査での表記は「フルタイム換算」）による派遣職員数算出方法について
　「フルタイム職員への換算」は、派遣職員の業務量が本務職員の何人相当の業務量であるかを測るためのもので
す。算出方法は、各区分の派遣職員全員の合計労働時間数を、各学校で定める就業規則に規定された年間就業時
間数で除することとします。（小数第２位を四捨五入）

　　　　　　＜　例　＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　派遣職員　　　　　18年度労働時間数
　　　　　　　　総務・庶務関連業務　　　　Ａ氏　　　　　　　　  900時間
　　　　　　　　総務・庶務関連業務　　　　Ｂ氏　　　　　　　　1,700時間
　　　　　　　　企画・調査関連業務　　　　Ｃ氏　　　　　　　　1,800時間
　　
　　　　　　　　就業規則による本務職員の年間就業時間数が、一週40時間、一年間52週
　　　　　　　　（1年間の“週”の定めのない場合は、1年間を「52週」として計算してください。）

　　　　　　　　　　40時間　×52週　＝　2,080時間
　　　　　　　総務・庶務　（900時間＋1,700時間）÷　2,080時間　＝1.25　 ⇒ 　1.3人
　　　　　　　企画・調査　　1,800時間　÷　2,080時間　　　　　＝0.86　 ⇒ 　0.9人

大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学

校
法
人
の
皆
様
へ

礎
調
査
に
お
け
る
利
用
は
可
能
で
す
が
、
有
効
期
限
切
れ

に
よ
る
ア
ク
セ
ス
不
能
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
今
回
送

付
し
ま
す
「
電
子
証
明
書
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

③
子
認
証
管
理
画
面
の
変
更

　
「
電
子
証
明
書
」
に
期
限
を
設
け
た
た
め
、
四
月
に
改

め
て
「
電
子
証
明
書
」
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
子
認
証
管
理
画
面
の
「
証
明
書

更
新
」
機
能
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
活
用
度
調
査
」
に

つ
き
ま
し
て
、
大
学
法
人
三
三
五
法
人
、
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
法
人
八
三
法
人
、
高
等
学
校
・
中
等

教
育
学
校
法
人
三
三
〇
法
人
、中
学
校
法
人
六
法
人
、

小
学
校
法
人
四
法
人
、
合
計
七
五
八
法
人
（
回
収
率

五
四

・
〇
％
）
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
の
使
い
勝
手
に
関
し
て
は
、

　
　

使
い
や
す
い
：
一
三
七
法
人（
回
答
法
人
の
一
八

・一
％
）

　
　

普
通　
　
　

：
三
九
一
法
人（
同
五
一

・六
％
）

　
　

使
い
づ
ら
い
：　

八
五
法
人（
同
一
一

・二
％
）

　

で
し
た
。

使
い
づ
ら
い
主
な
理
由
と
し
て

　

 

画
面
操
作
が
煩
雑
、　

イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
、
電

子
証
明
書
・
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
煩
雑
、
利
用

時
間
の
制
限
、　

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
わ
か
り
に
く
い
、

と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
年
度
は
「
操
作
ガ

イ
ド
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
学
校
法
人
の
視
点
に
立
っ
た
シ
ス
テ
ム

に
改
善
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）　

　

私
学
情
報
部　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
課　
　
　

　

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
四
〇
〜
四
三

　

Ｅ
メ
ー
ル　

database@
shigaku.go.jp

　
「
ｅ-

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
の
変
更
点

　

学
校
法
人
基
礎
調
査
に
お
け
る
入
力
担
当
の
皆
様
か
ら
の

ご
要
望
等
を
参
考
に
、次
の
三
つ
に
つ
い
て
変
更
し
ま
し
た
。

①
入
力
部
門
の
階
層
関
係
の
表
示
方
法
変
更

　

同
一
調
査
票
区
分
内
で
入
力
部
門
の
変
更
を
行
う
際
、
入

力
部
門
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
、同
一
画
面
に
階
層
関
係（
学

部
、
学
科
等
名
称
）
を
表
示
さ
せ
ま
し
た
。
な
お
、
従
前
か

ら
の
変
更
方
法
（
プ
ル
ダ
ウ
ン
を
利
用
し
た
入
力
部
門
の
変

更
）
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
電
子
証
明
書
の
取
扱
に
関
す
る
変
更

　
「
電
子
証
明
書
」
は
、
四
月
に
改
め
て
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
有
効
期
限
は
二
十
年
度
四
月
末

（
予
定
）
で
す
。

　

今
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
「
電
子
証
明
書
」
の
有
効
期
限

は
本
年
度
十
一
月
一
日
で
す
。
平
成
十
九
年
度
学
校
法
人
基

受入派遣職員数の人数算出方法
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平成 1 9 年 4 月 1 日 第 1 1 2 号

共
済
業
務

生涯生活設計セミナープログラム  各会場共通
時　間 内　　　容
９：30 受　　付
９：45 開会・挨拶

【実習】生涯生活設計づくりに向けて
【実習】健康のプラン

（70分）

10：00

11：00 休憩（10分）

【講義】共済年金・退職後の医療保険①
（50分）

12：00

昼食
（60分）

13：00
【講義】共済年金・退職後の医療保険②

（40分）

休憩（10分）

【実習】経済生活のプラン
（80分）

14：00

15：00

休憩（20分）

【実習】生きがいのプラン
（70分）

16：00

【実習】生涯生活設計のまとめ、閉会
（20分）

17：00

　

退
職
後
の
第
二
の
人
生
を
豊
か
で
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
早
い
時
期
か
ら
長
期
的
な

視
野
に
た
っ
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
設
計
の
一
助
と
な
る
よ
う
「
生
涯
生

活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
の
生
涯
生
活
設
計
づ
く

り
を
支
援
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
と
の
連
携
に
よ
り
開
催
し
ま

す
。
今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
講
義
と
実
習
の
併
用
で
行
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
・
申
し
込
み
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

東
日
本
地
区　
　
　

八
月　
　

六
日
（
月
）　　

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

八
月　
　

十
日
（
金
）　　

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

西
日
本
地
区　
　
　

七
月
三
十
一
日
（
火
）　　

大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

申
込
締
切
日　
　
　

六
月　

十
五
日
（
金
）

対　

象　

者　
　
　

加
入
者
と
そ
の
配
偶
者

定　
　
　

員　
　
　

各
回
と
も
五
十
名

申し込み記入例
参加者氏名　湯島太郎（加入者51歳）

　（年齢）　　　　花子（妻48歳）

加入者番号　13A××××―×××××

参加者の住所　〒（自宅の住所）

電話番号　　　（自宅の番号）

メールアドレス

所属学校名　（○○大学）

電話番号　（学校の電話番号・内線番号）

希望日

第１希望　８月６日東京ガーデンパレス

第２希望　７月31日大阪ガーデンパレス

▼
主
催

　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

　

財
団
法
人　

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団

▼
内
容

　

退
職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考
え
る
際
に

参
考
と
な
る
、
私
学
共
済
制
度
の
年
金
概
要
・

退
職
後
の
医
療
保
険
制
度
の
解
説
、
並
び
に
経

済
生
活
、
生
き
が
い
、
健
康
に
つ
い
て
実
習
を

交
え
な
が
ら
進
行
し
、
生
涯
生
活
設
計
の
作
成

を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　

加
入
者
と
そ
の
配
偶
者

▼
時
間

　

午
前
九
時
四
十
五
分
〜
午
後
五
時

▼
参
加
費

・
一
人
参
加 

三
、〇
〇
〇
円

・
夫
婦
参
加 

六
、〇
〇
〇
円

＊
参
加
費
に
は
、
テ
キ
ス
ト
代
・
昼
食
代
等
を

含
み
ま
す
。

▼
宿
泊
の
手
配
・
費
用

　

宿
泊
が
必
要
な
場
合
は
、
各
自
で
手
配
し
て

く
だ
さ
い
。
費
用
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

ハ
ガ
キ
、
封
書
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
下
記
の

記
入
例
の
要
領
で
申
込
書
を
作
成
の
う
え
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
F
A
X
不
可
）。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

〒
一
六
〇-

〇
〇
一
二　

　

東
京
都
新
宿
区
南
元
町
二
三

 

　

公
立
共
済
四
谷
ビ
ル　

三
階

　

財
団
法
人　

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団

　

事
業
部
セ
ミ
ナ
ー
担
当

　

☎　
〇
三
（
五
三
六
八
）
一
八
八
二

　

 

E
メ
ー
ル　

007@
kyosyokuinzaidan.com

＊ 

財
団
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

http://w
w
w
.kyosyokuinzaidan.jp

▼
申
込
締
め
切
り
日

　

平
成
十
九
年
六
月
十
五
日
（
金
）
必
着

＊ 

申
込
者
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
締

め
切
り
日
か
ら
十
日
以
内
に
教
職
員
生
涯
福

祉
財
団
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

＊ 

都
合
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、

早
め
に
文
書
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
九
年
度

生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
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第 1 1 2 号 平成 1 9 年 4 月 1 日

共
済
業
務

　

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
で
は
、教
育
委
員
会
、

国
立
大
学
法
人
、
私
立
学
校
等
の
福
利
厚
生
担

当
者
を
対
象
と
し
て
、
生
涯
生
活
設
計
の
必
要

性
や
実
践
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
い
た
だ
く

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
「
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ

ナ
ー
」
を
文
部
科
学
省
の
後
援
の
も
と
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

生
涯
生
活
設
計
に
興
味
の
あ
る
福
利
厚
生
担

当
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

　

二
日
間
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
ま
ず
は
担

当
者
の
立
場
を
離
れ
て
、
ご
自
身
の
生
涯
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
生
涯
生
活

設
計
の
必
要
性
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
日
目
の
午
後
は
、
教
育
委
員
会
や
国
立
大
学

▼
利
率　

年
利
〇
・
六
〇
％

　
　
　
　
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
現
在
）

▼
積
み
立
て
方
法

　
　

積
立
金
額
は　

一
、〇
〇
〇
円
単
位

　

・
定
時
積
立
金
… 

毎
月
の
給
与
か
ら
控
除
し

て
積
み
立
て

　

・
臨
時
積
立
金
… 

賞
与
等
か
ら
控
除
し
て
年

三
回
ま
で
積
み
立
て

　
　
（
注
） 

臨
時
積
立
金
の
み
の
積
み
立
て
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

 　

次
の
と
お
り
、
所
定
の
用
紙
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

・
新
規
加
入
「
貯
金
加
入
申
込
書
」

　

・
積
立
金
額
の
変
更「
積
立
金
変
更
申
出
書
」

　

・
積
立
金
の
復
活
「
積
立
中
断
・
復
活
届
書
」

　

共
済
事
務
担
当
者
は
、
加
入
者
か
ら
提
出
さ

れ
た
書
類
を
学
校
単
位
で
一
括
し
て
、「
貯
金

関
係
書
類
送
付
内
訳
書
」
を
添
付
の
う
え
、
前

期
申
込
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
手
続
き

　

・
中
断
は
随
時

　

・
解
約
・
払
い
戻
し
は
月
一
回

　

そ
れ
ぞ
れ
毎
月
二
十
五
日
（
土･

日
、
休
日

の
場
合
は
前
日
）
ま
で
に
所
定
の
用
紙
を
提
出

書
類
送
付
上
の
注
意

　

私
書
箱
第
一
八
〇
二
号
は
私
学
事
業
団

で
設
け
て
い
る
積
立
貯
金
書
類
の
専
用
送

付
先
で
す
。

　

積
立
貯
金
以
外
の
書
類
は
、
取
り
扱
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

誤
っ
て
送
付
又
は
同
封
さ
れ
た
場
合
は
、

関
係
各
課
へ
再
回
付
す
る
た
め
、
処
理
が

遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

学
校
の
福
利
厚
生
担
当
者
の
皆
さ
ん
へ

セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

法
人
が
開
催
し
て
い
る
「
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ

ナ
ー
」
等
の
事
例
紹
介
や
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
運

営
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
解
説
な
ど
に
よ
り
、
教

職
員
の
た
め
の
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
に
つ

い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
程
・
会
場

　

第
一
回　

平
成
十
九
年
七
月
五
日
・
六
日

　
　

会
場　

ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
青
山

　

第
二
回　

平
成
十
九
年
七
月
十
二
日
・
十
三
日

　
　

会
場　

ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪

▼
定
員　

各
会
場　

三
十
名

▼
参
加
費 

三
、〇
〇
〇
円

　
 

＊
参
加
費
に
は
、
テ
キ
ス
ト
代
・
昼
食
代
等

を
含
み
ま
す
。

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

財
団
法
人　

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団

　
　

事
業
部
セ
ミ
ナ
ー
担
当

　

☎　
〇
三(
五
三
六
八)

一
八
八
二

　

E
メ
ー
ル　007@

kyosyokuinzaidan.com

積

立

貯

金

の

前
期
受
付
が
始
ま
り
ま
す

前
期
申
込
期
間

４
月
26
日(

木)

〜
５
月
25
日（
金
）

　

新
た
に
積
立
貯
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
、
又
は
す
で
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、

積
立
金
額
の
変
更
や
中
断
し
て
い
る
積
み
立
て
の
復
活
を
希
望
す
る
場
合
は
、
今

回
の
前
期
申
込
期
間
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
く
だ
さ
い
。

　

送
金
は
翌
月
二
十
日
（
土･

日
、
休
日
の
場

合
は
翌
日
）
に
な
り
ま
す
。

▼
積
立
開
始

　

・
定
時
積
立
金
…
六
月
の
給
与
か
ら

　

・
臨
時
積
立
金
…
夏
期
の
賞
与
等
か
ら

▼
送
付
先

　

〒
一
〇
〇-

八
六
三
三

　

東
京
中
央
郵
便
局
私
書
箱
第
一
八
〇
二
号

　

私
学
事
業
団　

共
済
事
業
本
部

　
　

福
祉
部
保
健
課
貯
金
係

福利厚生担当者向けセミナープログラム
 東京会場、大阪会場共通
時間 第１日 第２日
９：30

【実習】経済生活のプラン②
（50分）10：00 主催者挨拶、事務事項連絡（10分）

自己紹介タイム
【実習】生涯生活設計づくりに向けて

（50分）

休憩（10分）

【実習】生涯生活設計のまとめ
（90分）

11：00 休憩（10分）

【実習】健康のプラン（60分）

12：00

昼食(60分)
昼食(60分)

13：00 セミナー事例紹介
（30分）資料案内・説明（10分）

【実習】生きがいのプラン
【実習】余暇のプラン　　（70分）
【実習】家族のプラン

【解説】セミナーの企画・運営について
（40分）

14：00
アンケート記入及び休憩

（20分）
休憩（20分） 修了証書授与・閉会

（20分）

【実習】地域社会活動・生涯学習のプラン
【実習】仕事のプラン（60分）

15：00

休憩（10分）
16：00

【実習】経済生活のプラン①（60分）

17：00
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加
入
者
の
資
格
喪
失
後
及
び
被
扶
養
者

の
認
定
取
り
消
し
後
に
加
入
者
証
等
を
使

用
し
て
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
加
入
者
証
等
は
必
ず
回
収
し
て

く
だ
さ
い
。

１ 　

病
気
や
ケ
ガ
で
加
入
者
証
等
を
使
用
し
て

保
険
診
療
を
受
け
た
場
合
、
自
己
負
担
分
を

除
い
た
診
療
費
等
は
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ

セ
プ
ト
）
に
基
づ
き
、
私
学
事
業
団
が
医
療

機
関
等
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

医
療
機
関
等
か
ら
の
レ
セ
プ
ト
請
求
に
対

し
て
資
格
喪
失
後
や
被
扶
養
者
の
認
定
取
り

消
し
後
の
診
療
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
自

己
負
担
分
を
除
く
診
療
費
を
加
入
者
が
本
事

業
団
に
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

 　
「
資
格
喪
失
報
告
書
」
を
提
出
す
る
際
に

は
必
ず
加
入
者
証
等（
遠
隔
地
被
扶
養
者
証
・

高
齢
受
給
者
証
を
含
む
）
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
加
入
者
証
等
の
紛
失
に
よ
り
添
付
で

き
な
い
と
き
は「
加
入
者
証
返
納
不
能
届
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

被
扶
養
者
の
認
定
を
取
り
消
し
た
場
合

は
、
新
し
い
加
入
者
証
等
を
受
理
し
た
と

き
、
直
ち
に
「
差
し
替
え
に
よ
る
加
入
者
証

返
納
理
由
書
⑵
」（「
事
務
の
手
引
」
一
一
〇

ペ
ー
ジ
参
照
）
に
古
い
加
入
者
証
等
を
添
付

し
、
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

な
お
、
遠
隔
地
被
扶
養
者
証
・
高
齢
受
給

者
証
も
必
ず
回
収
し
、
無
資
格
診
療
の
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

２ 　

資
格
喪
失
後
に
任
意
継
続
加
入
者
の
申
し

出
を
さ
れ
る
加
入
者
に
は
、
次
の
こ
と
を
周

知
し
て
く
だ
さ
い
。

　

① 　

任
意
継
続
掛
金
は
必
ず
納
付
期
限
ま
で

に
納
付
す
る
こ
と

　

② 　

任
意
継
続
加
入
期
間
の
途
中（
満
了
前
）

で
加
入
を
や
め
る
場
合
は
、「
任
意
継
続

加
入
者
資
格
喪
失
申
出
書
」
を
私
学
事
業

団
に
提
出
し
、
加
入
者
証
（
遠
隔
地
被
扶

養
者
証
を
含
む
）
を
返
納
す
る
こ
と

　

 　

任
意
継
続
掛
金
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
付

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
任
意
継
続
加
入
者
の

資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
資
格

喪
失
後
に
加
入
者
証
で
診
療
を
受
け
、後
日
、

医
療
費
返
還
等
の
問
題
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
す
る
よ
う
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

　

 　

ま
た
、「
任
意
継
続
加
入
者
の
し
お
り
」

を
必
ず
お
読
み
い
た
だ
く
よ
う
に
ご
指
導
く

だ
さ
い
。

加
入
者
証
回
収
の
お
願
い

 

無
資
格
診
療
の
防
止
に
ご
協
力
を
！

送付時期 送　　付　　物 配付対象者

毎月初旬 月報私学 法人代表者・
共済事務担当者

５月下旬

加入者向広報「共済だより　レター」５月号
（ブロック誌合併号）

加入者「私学共済ブック」2007〔保健・宿泊編〕
積立共済年金パンフレット
年金者向広報「共済だより」

共済事務担当者
積立共済年金・共済定期保険申込書等

７月上旬

加入者向広報「共済だより　レター」７月号 加入者
私学共済制度　「事務の手引」（19年度版）

共済事務担当者「私立学校教職員共済制度関係法令集」（19年
度版）（右記※参照）

９月上旬
加入者向広報「共済だより　レター」９月号

加入者
積立貯金パンフレット
年金者向広報「共済だより」 共済事務担当者

10月中旬 アイリスプランパンフレット 加入者

10月下旬

加入者向広報「共済だより　レター」11月号
（ブロック誌合併号）

加入者「私学共済ブック」2007〔給付編〕
積立共済年金パンフレット
共済定期保険パンフレット
積立共済年金・共済定期保険申込書等 共済事務担当者

１月中旬
加入者向広報「共済だより　レター」１月号 加入者
年金者向広報「共済だより」 共済事務担当者

２月下旬 加入者向広報「共済だより　レター」３月号
加入者

３月下旬 積立貯金パンフレット

　

平
成
十
九
年
度
の
共
済
業
務
に
関
す
る
広
報
刊
行
物
等
の
送
付
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

配
付
等
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

加
入
者
向
広
報
「
共
済
だ
よ
り　

レ
タ
ー
」
と
と
も
に
「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク
」、
積
立
共
済
年
金

等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
同
時
期
に
配
付
す
る
も
の
は
一
括
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
に
よ
っ
て
は
、
加
入
者
向
け
冊
子
・
施
設
利
用
券
・
学
校
法
人
等
向
け
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
同
封

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
送
付
状
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

「
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
関
係
法
令
集
」
は
、
法
令
集
配
付
申
込
依
頼
が
あ
っ
た
学
校
法
人

等
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
込
依
頼
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、

す
で
に
提
出
し
て
い
る
学
校
法
人
等
は
、
あ
ら
た
め
て
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
九
年
度　

広
報
刊
行
物
等
送
付
予
定



トレビの泉（イタリア）

バッキンガム宮殿（イギリス）

モンサンミッシェル（フランス）
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平成19年度　私学事業団海外研修旅行
　今年度も全行程で添乗員が同行する、内容豊富な夏期６コース・冬期２コースの全８コースを企画しました。
旅行中は教育関係者との交流を予定しております。ぜひ、見聞・視野を広げる機会としてご参加ください。

《詳しくはパンフレット（４月上旬配付開始）をご覧ください》

●各コースとも定員は30名（最少催行人員15名）。
　申し込み多数の場合は抽選となります（先着順ではありません）。
●参加申込受付期間　夏期コース：４月20日（金）～６月５日（火）必着
　　　　　　　　　　冬期コース：９月３日（月）～ 10月12日（金）必着
● 参加資格・ 加入者（任意継続加入者を含む）とその配偶者、父母、12歳

以上の子・孫
　　　　　・年金受給者とその配偶者、12歳以上の子・孫
　　　　　・18歳未満の場合は成人の同行者が必要です。
●申込時の注意
　・ 健康上、特に申し出る事項のある参加希望者は参加申込書裏面の「健

康アンケート」に必要事項を記入してください（後日、医師の診断書
の提出をお願いする場合もあります）。

　・ 申し込みは夏・冬コースそれぞれ１人１回、１コースのみとします。
ただし、夏期コースに参加した人は冬期コースへの申し込みはできま
せん。また、申し込み締め切り後に参加者やコースの変更はできません。

●申し込み方法
　 パンフレット・申込書を主催旅行会社から取り寄せ、申込書等に必要事
項を記入のうえ、２人以上で参加を希望する場合は必ずまとめて送付し
てください（FAX不可）。
　[送付先]〒113‒8577　東京都文京区湯島1‒7‒5
　　　　　　　　　　　私学事業団共済事業本部　福祉部保健課

コース 内　　　容 旅　行　期　間 日数 旅行代金 一人部屋
追加代金

夏　
　
　

期

Ａ
東部ドイツと中欧４カ国の旅
ドイツ・チェコ・オーストリア・スロヴァキア・ハンガリー
（中部国際空港発）

８月14日㈫～８月23日㈭ 10 396,000円 85,000 円

Ｂ イギリス周遊教養の旅（成田発） ８月16日㈭～８月25日㈯ 10 398,000円 90,000 円

Ｃ イタリア・シチリア・カプリ周遊教養の旅（成田発） ８月13日㈪～８月22日㈬ 10 343,000円 75,000 円

Ｄ イタリア・シチリア・カプリ周遊教養の旅（関空発） ８月17日㈮～８月26日㈰ 10 353,000円 75,000 円

Ｅ 北欧４カ国周遊教養の旅（成田発） ８月１日㈬～８月10日㈮ 10 463,000円 100,000円 

Ｆ ドイツ・スイス周遊教養の旅（関空発） ８月１日㈬～８月11日㈯ 11 389,000円 80,000 円

冬
期
Ｇ フランス周遊教養の旅（成田発）

12月下旬出発予定
11 332,000円 90,000 円

Ｈ イベリア半島周遊教養の旅 スペイン・ポルトガル（成田発） 11 272,000円 80,000 円

◎ 主催旅行会社（パンフレット・申込書のお取り寄せ先）
　日本通運(株）首都圏旅行支店営業第4課

　〒105‒8322　東京都港区東新橋1－9－3　日通本社ビル18階
　☎ 03（6251）6354　FAX 03（6251）6364
　e-mail：yu-motoda@nittsu.co.jp
　担当者：元田・村山・鈴木・本村
　営業時間　9：00～ 18：00 (土・日・祝祭日は休み）
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繁忙期の資格関係事務のお願い

　毎年4月と5月は、資格取得や資格喪失などの報告、
被扶養者の認定、任意継続加入者の申し出などが集中す
るため、加入者証の交付は通常月より日数を要します。
　また、処理状況に関する照会がたいへん多く、電話が
つながりにくくなることが予想されますので、一般的な
内容についてはできるだけホームページをご覧くださ
い。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

共済業務
〒113 -     8577
文京区湯島１-  ７-  ５
☎03（3813）5321（代表）
http://www.shigakukyosai.jp/

４月の共済業務スケジュール
２日（月） 貸付  送金　

掛金  ２月分納期限

10日（火） 貯金  払込期限〔必着〕

13日（金） 貸付  申込・任意償還申出締切

20日（金） 貯金  送金

23日（月） 貸付  送金

25日（水） 貯金  払戻・解約請求締切

積立共済年金  脱退申出等締切

26日（木） 貯金  前期加入申込開始

27日（金） 貸付  翌月22日送金申込締切

介護ビデオを貸し出しています

　各ガーデンパレス共済業務課では、介護ビデオを無料
で貸し出していますので、どうぞご利用ください。

５月の共済業務スケジュール
１日（火） 掛金  ３月分納期限

２日（水） 貸付  送金

10日（木） 貯金  払込期限〔必着〕

15日（火） 貸付  申込・任意償還申出締切

ダウンロードできる用紙が増えました

◎ 3月から、次の2種類の申請書等が私学共済事業ホー
ムページからダウンロードできるようになりました。

　いずれも 19 年4月1日から使用できます。
＊限度額適用認定申請書
　 　70歳未満の加入者及び被扶養者が、入院時におけ
る高額療養費相当額の窓口負担を軽減するために必要
な「限度額適用認定証」の交付申請に使用する用紙で
す。

＊ 出産費・出産費付加金・家族出産費・家族出産費付加
金請求書（事前申請用）

　 　出産費等を、加入者に代わって医療機関等が受取代
理することを希望するときに使用する用紙です。

◎ 共済事業ホームページでは、各種届出に必要な様式用
紙等をダウンロードすることができます。

　トップページの

事務担当者コーナー
又は 様式用紙のダウンロード

こんなときどうする

　　からご利用ください。
　 　なお、被扶養者認定申請書等の複写式の用紙や、そ
の他対応できていない用紙もありますのでご了承くだ
さい。ダウンロードできる用紙の一覧表はホームペー
ジで確認いただくか、「事務の手引」18年度版16ペー
ジに掲載している「様式用紙一覧」をご覧ください。

　19年度の加入者が負担する保険料充当金の料率は、1
万円につき2円77銭となりました。
　団体信用生命保険に加入している借受人の所属する学
校には、3月14日に個人別の保険料充当金変更通知書
（18年度末の貸付残高を基に算出した充当金額）を送付
しました。
　住宅貸付の団体信用生命保険は、住宅貸付を申し込む
際に「団体信用生命保険」への加入を希望した加入者が
住宅貸付の償還が終わる前に、不慮の事故等で死亡した
り高度障害になった場合に、保険金により住宅貸付の貸
付残高を充当する制度です。保険料は、毎年度末の貸付
残高を基に料率と額を決定します。

私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/

住宅貸付　19年度団体信用生命
保険料充当金の料率が決まりました
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「今日の私学財政」等刊行物のご案内

　「今日の私学財政」等刊行物は、ＮＰＯ法人学校経理
研究会を通じて購入することができます。
　ご購入を希望される方は、ＮＰＯ法人学校経理研究会
（☎03‒3239‒7903）にお問い合わせください。
　販売中の刊行物の内容は、本事業団のホームページを
ご覧ください。

助成業務
〒102-  8145
千代田区富士見１-  10-  12
☎03（3230）〈ダイヤルイン〉

インターネットを利用した
情報提供システムをご利用ください

　私学情報部では、学校法人情報検索システム、私学デ
ータ作成システム、「今日の私学財政」閲覧システムを
提供しています。
●学校法人情報検索システムは本事業団ホームページか
らアクセスできます。
●私学データ作成システムは、3月1日に私学活性化分
析に新たに出力できる帳票を追加し、出力単位も法人だ
けでなく、学校、学部・学科まで出力できるようになり
ました。ぜひご利用ください。
 私学情報部　情報サービス課
 ☎03(3230)7846 ～ 47
 Eメール　service@shigaku.go.jp

平成19年度私立大学等経常費補助金
の提出書類を送付します 

　平成19年度私立大学等経常費補助金について下記の

調査票等の提出の依頼文書を4月に大学法人等あてに送

付します。

● 平成19年度私立大学等経常費補助金に係る事務担当

者名簿の提出について（依頼）

　 提出締切：19年4月中旬

● 平成19年度私立大学等経常費補助金に係る学生定員・

現員及び専任教職員に関する書類等の提出について

（依頼）

※ 提出にあたってはひきつづき電子窓口での申請をよろ

しくお願いします。

 助成部　補助金課
 ☎03(3230)7878
 Eメール　hojokin@shigaku.go.jp

「平成18年度　私立学校の現況」を
 ご活用ください

　19年3月に、18年度の各学校法人の学生生徒等納付
金、人件費について集計、分析した「平成18年度私立
学校の現況」を刊行し、大学法人から小学校法人へ発送
しました。ぜひご活用ください。
 私学情報部　情報サービス課
 ☎03(3230)7848 ～ 49
 Eメール　service@shigaku.go.jp

経営相談・経営診断のご案内

　本誌19年3月号（VOL.111）でご案内しました「平成

19年度経営相談及び経営診断」の申し込みの締め切り

は、19年4月13日となっています。大学法人から小学校

法人を対象としておりますので、ぜひご活用ください。

 私学経営相談センター
 ☎03(3230)4901 ～ 02
 Ｅメール　center@shigaku.go.jp

◆今月号から表紙写真のテーマを“私立学校の学園風景”としてお届けします。
　 掲載にあたりましては、学校法人等のご協力をいただいております。紙面を借りまし
てお礼申し上げます。なお、表紙写真のご応募は随時受け付けておりますので、詳し
くは本誌19年3月号（VOL.111）もしくは本事業団ホームページをご覧ください。
◆ 「ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ」は、従来本誌に掲載していた「いんふぉめーしょん」及
び「共済事業今月のワンポイント」を統合し、新たに本事業団業務のお知らせをする
コーナーとして今月号からスタートしました。

編　集
だより

INFORMATION



宿泊施設のご案内
http://www.shigakukyosai.jp/
インターネットで宿泊予約ができます。

融資事業のご案内
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金沢の観光拠点に最適な位置にあります

１泊
夕食・朝食付プラン

１名様
８，０００円～

第56回　金沢百万石まつり　６月１日㈮～３日㈰
　城下町金沢の勇壮かつ華麗な祭り「第56回金沢百万石まつり」が６月１日㈮から開催されます。前田利家公が
金沢に1583年6月14日入城し、金沢の礎を築いた偉業を偲んで開催する百万石大名行列〈6月2日㈯〉は、約５
時間にわたって繰り広げられ、加賀百万石の伝統と文化を彩る豪華絢爛な初夏の一大イベントです。
　兼六荘から百万石パレード通りへは歩いて２分程です。金沢へおいでまっし！！

１泊
朝食付プラン
１名様

５，５００円

金沢 兼六荘 〒920‒0918 金沢市尾山町 6‒40　☎ 076（232) 1239
http://www.kenrokusou.com

「写真提供：金沢市」

耐震対策を国がサポート 19年度利子助成制度決定耐震対策を国がサポート 19年度利子助成制度決定！！
◆融資金利表 （平成19年4月1日現在）

融資費目
返　済　期　間

20年以内
（うち据置2年）

10年以内
（据置年数含む）

6年以内
（据置年数含む）

校（園）舎、体育館、講堂、
遊戯室等の建築事業等並び
に校（園）地の買収事業等

（一般施設費）

 年％

2.1 
 年％

1.7 
 年％

1.6 
寄宿舎、国際交流会館、セ
ミナーハウス等の建築事業
並びに当該施設建築のため
の土地買収事業等

（特別施設費）

2.2 1.8 －

校教具、通園バス等
　※ 幼稚園、特別支援学校、

専修学校が対象
（教育環境整備費）

－ －
５年６か月以内
（うち据置6か月）
1.4 

大型設備・情報技術整備等
（教育環境整備費） － 1.7 －

※ 融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※ 上記費目以外にも災害復旧費、公害対策費等が対象となりま
す。

○築30年以上の校舎等

○ 危険建物と認定された旧耐震基準（昭和56年以前）による校舎等

利子助成率
（融資を受けた時点から10年間）

大学，短大，
高等専門学校 私学事業団の貸付利率－1.0％

高校，中学校，
中等教育学校，小学校，
特別支援学校

私学事業団の貸付利率－1.5％

※ 私学事業団の貸付利率は、20年金利を適用します。
※ 利子助成率の上限は、大学等は1.6％，高校等は1.1
％となります。

お早めにご相談ください 問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資班　☎03(3230)7862 ～ 65
Ｅメール yushi@shigaku.go.jp

建替事業

竹久夢二
金沢ロマンプラン
１泊 朝・夕食付
１名様

１１，０００円

つば甚本店で
食す旬の味覚

本格会席プラン
１泊 朝・夕食付

１名様
１８‚０００円


